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愛は南から
　第 62回全国農業コンクール（毎日新聞社、福島県主催）

が 7月18日（木）に福島県郡山市で開催され、愛媛県が推

薦し、全国20代表に選出されていた株式会社吉田農園（緑

甲、吉田浩
ひろし

代表取締役）が名誉賞（農林水産大臣賞）に輝き

ました。

　吉田さんは将来を見据え、就農して数年で当時の主力

だった甘夏から愛南ゴールド（河内晩柑）への転換を決意

されたそうです。今では、栽培面積を当初の約 5倍とな

る 12.6 ヘクタールに拡大させ、販路の拡大などに精力的

に取り組まれています。今回の取材を通して、自己の利益追求だ

けでなく、地域の雇用促進や経済の活性化を常に念頭に置いて仕

事に取り組まれ、また、青年農業者の相談に乗り後継者の育成に

も注力されるなど、「みかんづくり」で愛南町を元気にしたいとい

う吉田さんの強い思いが伝わってきました。

　現在、全国に 19,000人もの顧客数を持つという吉田さんは、「吉

田農園の主力商品である愛南ゴールドが全国的に認知され、愛南

町の一大産業になるようこれからも頑張ります」と、力強く話してくれました。

町長の行動
7 月
16 日 くにひろ育英会理事会
17日 篠山観光開発協議会総会
22日 宇和島法人会愛南支部通常総会
23日 県後期高齢者医療広域連合議会臨時会（松山市）
24日 篠山小中学校組合議会
25日 道路整備促進期成同盟会愛媛地方協議会定期総会、道路要望（松山市）
26日 県国民健康保険団体連合会臨時総会（松山市）
28日 四国西南地区少年剣道大会
29日 国保運営協議会
30日 県漁港漁場協会通常総会（松山市）
31日 道路中央要望（東京都） など

8 月
 1 日 四国 8の字ネットワーク整備利用促進を考える会（東京都）
 2 日 環境衛生センター地元説明会
 4 日 城辺夏祭り
 5 日～ 9日 町政懇談会
 6 日 伊予銀行協定書締結式
 9 日 県市町総合事務組合組合議会（松山市）
12日 岩松川渇水対策協議会（宇和島市）、摂南大学硬式野球部合宿記念品贈呈、
   　  広域営農団地推進協議会総会
13日 中学生海外研修結団式
15日 県戦没者追悼式（松山市）など

愛南町の人口
平成 25 年 8 月 1日現在

10,810 戸世帯数 11,340 人男 12,837 人女24,177 人人口
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　西海地域

の鹿島で、

泳げない人

でも海中散

歩が楽しめ

る「シーウォーカー」が

始まり、今年も大勢の観

光客を集めています。7月

25 日（木）には、船越小、

福浦小の 5、6年生 19 名

がシーウォーカー体験に

招待され、色鮮やかなサ

ンゴや熱帯魚の歓迎を受

けました。(7/20～）

　日本舞踊「若紫乃の会（前田ア

イ子会主）」主催による福祉チャリ

ティー「若紫乃の会発表会」が御荘

文化センターで開催され、集まっ

た募金 85,510 円が、子どもたちの

図書購入に使ってほしいと町教育

委員会に寄贈されました。(7/26)

　柏地区の金
か な み ね

峯神社で夏祭りが行

われました。同神社の神殿では、

内海中学校の生徒 4名による「浦

安の舞」が厳かに奉納されました。

(7/20)

　南宇和ライオンズクラブ（西﨑

良
よし ふ み

文会長）が、長きにわたる積極的

な献血活動を評価され、厚生労働大

臣から表彰を受けました。西﨑会

長は清水町長に受賞の報告を行い、

「今後も継続して献血活動に貢献で

きるよう努めます」と抱負を述べま

した。（7/26）

　 御荘 B&G 海洋センタープール

で、知的障害者更生施設「いちご

の里」の入所者や職員等約 50 名が

参加して海洋実習が行われ、プー

ルで泳いだり、カヌーに乗った

りするなどして楽しみました。

（7/30）
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県
内
最
大
規
模
の
サ
ン
ゴ
の
群
落
が
広
が
り
、

高
い
透
明
度
を
誇
る
愛
南
町
の
沖
合
。
陸
上
か

ら
は
想
像
も
で
き
な
い
愛
南
町
の
美
し
い
海
中

の
世
界
は
、
多
く
の
ダ
イ
バ
ー
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
美
し
い
海
を
後
世
に
残
す
こ
と
は
、
海

と
共
存
す
る
私
た
ち
の
使
命
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

未
来
に
残
せ
、海
の
宝
石
箱

編集協力
愛南サンゴを守る会

西尾知
ともてる

照会長
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サ
ン
ゴ
の
群
落
が
広
が
る
美
し
い
海
に
は
多
種
多
様

な
生
き
も
の
が
住
み
、
本
町
で
も
観
光
資
源
と
し
て
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
愛
南
町
で
は
、
泳
げ
な
い
人
で
も
海
中
散
歩
を
楽
し

め
る
「
シ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
」
や
海
中
展
望
船
「
ガ
イ
ヤ

ナ
」・「
ユ
メ
カ
イ
ナ
」
の
ほ
か
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
な
ど
で
美
し
い
海
の
景
観
を
楽
し
め
ま
す
。

　
サ
ン
ゴ
の
群
落
で
は
、
多
く
の
生
き
も
の
た
ち
が
お
互
い

に
依
存
し
合
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
サ
ン
ゴ
を
食
べ
る
動
物
、

サ
ン
ゴ
の
枝
の
す
き
間
を
隠
れ
家
と
し
て
利
用
す
る
動
物
、

サ
ン
ゴ
の
骨
の
中
に
埋
ま
っ
て
身
を
守
る
動
物
な
ど
が
サ
ン

ゴ
群
落
の
中
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
ゴ
は

生
き
物
た
ち
の

ゆ
り
か
ご

観
光
資
源

と
し
て

オキ
ゴンベアケボノ

チョウチョウウオ
イバラカンザシ

タキゲン
ロクダイ

西海地域鹿島沖でのスキューバダイビング

セダカ
ギンボ ササノハベラウミタケハゼの仲間

シーウォーカー 海中展望船ユメカイナの船中
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一
見
す
る
と
動
き
が
全
く
な
い
こ
と
か

ら
、
サ
ン
ゴ
は
「
植
物
」
の
よ
う
な
も
の
と

考
え
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
サ
ン
ゴ
は
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
や
ク
ラ

ゲ
と
同
じ
刺
胞
動
物
と
呼
ば
れ
る
「
動
物
」

で
、
ポ
リ
プ
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
サ
ン
ゴ

個
体
が
い
く
つ
も
集
ま
っ
て
群
体
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ン
ゴ
の
体
の
中
に
は
、
褐

か
っ
ち
ゅ
う
そ
う

虫
藻
と
い
う
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
無
数
に
入
っ
て
い
て
、
褐
虫
藻
が
太
陽
光
線
を
利
用
し
て

光
合
成
を
行
い
、
サ
ン
ゴ
に

必
要
な
栄
養
を
与
え
て
い
ま

す
。
夜
に
な
る
と
褐
虫
藻
が

光
合
成
を
し
な
い
た
め
、
サ

ン
ゴ
自
体
（
ポ
リ
プ
）
が
触

手
で
エ
サ
を
と
っ
て
食
べ
て

い
ま
す
。

サ
ン
ゴ
は

植
物
？

減
少
す
る

サ
ン
ゴ

　
平
成
24
年
に
行
わ
れ
た

調
査
に
よ
る
と
、
海
底
に

占
め
る
サ
ン
ゴ
の
割
合
を

示
す
被
度
率
が
、鹿
島
（
中

ビ
シ
ャ
ゴ
）
で
過
去
最
低

を
記
録
し
ま
し
た
。

　
サ
ン
ゴ
が
減
少
し
て
い
る
原
因
と
し
て
、

レ
イ
シ
ガ
イ
ダ
マ
シ
類
な
ど
の
巻
貝
や
オ
ニ

ヒ
ト
デ
に
よ
る
食
害
、
温
暖
化
に
伴
う
海
水

温
の
上
昇
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
海
へ

の
家
庭
ご
み
の
廃
棄
や
生
活
排
水
の
流
出
も

原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

鹿島（中ビシャゴ）のサンゴの被度率の変化
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褐
虫
藻
が
い
な
く
な
り
、
色
を
失
い
白
化

し
た
サ
ン
ゴ
。
褐
虫
藻
は
、
水
温
が
30
℃

を
超
え
た
り
、
サ
ン
ゴ
が
何
ら
か
の
ス
ト

レ
ス
を
受
け
た
り
す
る
と
サ
ン
ゴ
の
体
内

か
ら
逃
げ
出
し
ま
す
。

サ
ン
ゴ
を
食
い
荒
ら
す
オ
ニ
ヒ
ト
デ
。
直

径
50
c
m
ほ
ど
に
も
な
る
大
型
の
ヒ
ト
デ

で
す
。

ニホンアワサンゴのポリプ→

ジュウジキサンゴのポリプ。
触手でエサを捕らえて食事中です。↓



p7 広報あいなん

須ノ川沖では例年、旧暦の 7月上旬から 8月上旬の新月の頃、21 時から 22 時 30 分の引き潮
の時間帯に産卵が確認されます。この新しい命を守ることが、美しい海を守るということです。

愛大南水研の矢作由
ゆ り こ

利子さん（海特コース 4回生）
は、南水研の学生有志に協力してもらいながら、
うみらいく愛南周辺に広がるサンゴ群落の記録を
とっています。この記録を基に、サンゴ保護につ
ながる研究に関する基礎的な資料を作成している
そうです。

内海中学校の 3年生は、総合的な学習の時間の取
組の一つとして、自然やそこに生きる生物のすば
らしさや環境を守ることの大切さを学ぶために海
域モニタリグを行っています。モニタリングで、
サンゴの分布状況（被度や病気のサンゴの有無な
ど）を調べ、記録する中で、須ノ川海岸や鯖網代
の被度が前年より少なくなっていたことが分かり
ました。

　
水
質
の
悪
化
や
温
暖
化
に
よ
る
水
温
上
昇
な

ど
、
サ
ン
ゴ
が
減
少
す
る
原
因
に
は
、
短
期
的
に

対
処
が
難
し
い
問
題
も
多
く
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
ご
み
や
生
活
排
水
を
海
に
捨
て
な
い

こ
と
や
、
温
暖
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
節

電
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と

は
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
サ
ン
ゴ
の
減
少
は
、
自
然
環
境
を
破
壊
す
る
私
た
ち
へ
の
警
笛
の

一
つ
と
捉
え
、
こ
の
美
し
い
海
を
後
世
に
残
す
た
め
に
も
真
剣
に
考

え
る
と
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

未
来
へ

　
愛
南
町
で
は
、
須
ノ
川
、
久
良
地
区
沖
や
鹿
島
周
辺
な
ど
各

所
に
サ
ン
ゴ
の
群
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
美
し
い
海
を

守
ろ
う
と
、「
愛
南
サ
ン
ゴ
を
守
る
会
」や「
宇
和
海
海
中
資
源
保

護
対
策
協
議
会
」を
は
じ
め
、愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

の
学
生
、
内
海
中
学
校
の
生
徒
た
ち
な
ど
が
サ
ン
ゴ
の
保
護
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す

愛
南
町
で
の

サ
ン
ゴ
保
護
の

動
き 

サンゴを食い荒らすオニヒト
デは、ダイバーが薬剤を注射
して殺処分します。巻貝類は、
ピンセットで一つ一つ取り除
きます。
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町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

田
舎
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

本
町
で
株
式
会
社
レ
ク
ザ
ム
経
営
会
議
が
開
催

　
〜
レ
ク
ザ
ム
歓
迎
会
に
参
加
し
ま
し
た
〜

■
商
工
観
光
課
か
ら

写真左から 岡野社長、清水町長、岡野会長、住田副社長

　
田
舎
体
験
の
楽
し
み
を
通
し
て
食

の
大
切
さ
や
農
林
漁
業
へ
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
、
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
濱
本
惠け

い

こ子
会

長
）
の
主
催
に
よ
り
、
旧
満
倉
小
学

校
で
「
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
文
化
創
作
体
験
と
し

て
、
紙
す
き
体
験
や
竹
細
工
作
り
、

こ
け
玉
作
り
な
ど
が
体
験
で
き
た
ほ

か
、
食
文
化
体
験
と
し
て
ピ
ザ
焼
き

や
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
生
搾
り
が
体
験

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
田
舎

体
験
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
で
は
毎
月
、
様
々
な

「
田
舎
体
験
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 7/
   28

　
一
本
松
広
見
地
区
に
あ
る
株
式
会

社
レ
ク
ザ
ム
愛
南
工
場
で
、
同
社
幹

部
社
員
に
よ
る
「
平
成
25
年
度
第

２
回
経
営
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
議
で
は
、
岡
野
袿け

い

子こ

取
締
役

会
長
、
岡
野
晋し

ん

滋じ

取
締
役
社
長
、
住

田
博ひ

ろ

幸ゆ
き

取
締
役
副
社
長
を
始
め
、
幹

部
社
員
73
名
が
参
加
し
て
同
社
愛
南

工
場
の
更
な
る
人
員
増
な
ど
の
事
業

活
動
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
終
了
後
、
青
い
国
ホ
テ
ル

（
御
荘
平
城
）
で
、
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町
長
、

山
下
正ま

さ

敏と
し

町
議
会
議
長
、
岡
田
敏と

し

弘ひ
ろ

副
町
長
も
出
席
し
た
歓
迎
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
岡
野

会
長
、
岡
野
社
長
、
住
田
副
社
長
に

「
四
国
・
愛
南
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
委
嘱
状
を
交
付
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
用

の
法
被
を
進
呈
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
住
田
副
社
長
が
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
さ
れ
、
「
今
後
、愛
南
工
場
の

事
業
活
動
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
よ

う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歓

迎
会
で
は
愛
南
漁
協
に
よ
る
「
カ
ツ

オ
の
解
体
シ
ョ
ー
」
や
中
泊
・
外
泊

地
区
祝
唄
保
存
会
に
よ
る
「
祝
唄
」

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
株
式
会
社
レ
ク
ザ
ム

に
は
、
地
域
雇
用
の
受
け
皿
と
し

て
、
更
な
る
躍
進
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 7/
   19
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健
康
お
も
し
ろ
川
柳
入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

夢
創
造
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
御
荘
夢
創
造
館
か
ら

第
３
回
　
町
議
会
臨
時
会

■
議
会
事
務
局
か
ら

　
「
第
４
回
健
康
・
生
き
い
き
・

プ
ラ
ン
推
進
大
会
」
（
６
月
22
日
、
御
荘

文
化
セ
ン
タ
ー
）の
開
催
に
合
わ
せ
て
健
康
お
も
し
ろ
川
柳
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
一
般
１
８
２
句
、
小
学
生
３
２
８
句
、
中
学
生
３
５
１
句
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
入
選
作
品
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●

 

プ
ラ
ン
大
賞

　
落
ち
に
く
い
　
襟
の
汚
れ
と
　
腹
の
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
　
ゆ
き
わ
り
そ
う

●
保
健
福
祉
課
長
賞

　
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
　
閉
め
て
も
開
く
　
た
い
こ
腹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
　
た
ぬ
き

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
　
あ
き
ら
め
る
な
よ
　
か
あ
ち
ゃ
ん
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
荘
中
学
校
２
年
　
早
川
　

萌
め
ぐ
み

　
帰
り
道
　
に
お
い
で
わ
か
る
　
晩
ご
は
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
浦
小
学
校
６
年
　
川
﨑
優ゆ
う

花か

●
げ
ん
き
く
ん
賞

　
メ
タ
ボ
腹
　
昔
の
私
　
今
何
処
（
い
ず
こ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
　
は
な
こ

　
や
せ
る
に
は
　
太
る
時
よ
り
　
金
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
荘
中
学
校
２
年
　
菅
原
優ゆ
う

海か

　
な
ぜ
だ
ろ
う
　
腹
は
減
る
の
に
　
し
ぼ
う
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
良
小
学
校
６
年
　
本
多
琢た
く

馬ま

　
子
ど
も
た
ち
に
夏
休
み
の
一
日
を

楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
御

荘
夢
創
造
館
で
「
夏
休
み
こ
ど
も
集

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
館
内
で
は

モ
グ
ラ
た
た
き
や
的
当
て
な
ど
の

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
お
化
け

屋
敷
も
あ
り
、
参
加
し
た
約
50
名
の

子
ど
も
た
ち
は
、
歓
声
を
あ
げ
な
が

ら
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
御
荘
夢
創
造
館
で
は
、

毎
月
「
お
は
な
し
会
（
絵
本
や
紙
芝

居
）
」
や
「
作
っ
て
遊
ぼ
う
」
な
ど

幼
児
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
幼
児
用
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
や
自
転
車
、
卓
球
な
ど
各
種

遊
具
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
　
９
時
〜
17
時

休
館
日

　
火
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

対
象
者
　
０
〜
18
歳
（
高
校
生
ま
で
）

と
そ
の
保
護
者

問
合
せ

　
御
荘
夢
創
造
館 

℡
７
２
―

１
１
１
６

 8/
   10

本
庁
議
場
で
開
催
さ
れ
た
平
成

25
年
第
３
回
議
会
臨
時
会
で
、

消
防
庁
舎
建
設
用
地
と
し
て
蓮
乗
寺
地

区
の
民
有
地（
６
，６
３
８
・
０
７
㎡
）を

１
億
円
で
取
得
す
る
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は

２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

 7/
   17

入
選
作
品
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高
速
道
路
「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

早
期
整
備
促
進
要
望
を
行
い
ま
し
た

■
建
設
課
か
ら

地
域
経
済
発
展
に
向
け
伊
予
銀
行
と

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

■
総
務
課
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
芋
ほ
り
体
験
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
「
国
道
56
号
一
本
松
・
宇
和
島
間
整
備
促
進
協
議

会（
会
長 
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

愛
南
町
長
）」
と
「
愛
媛
県
四
国

縦
貫
・
横
断
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会（
会
長 

石
橋
寛ひ

ろ

久ひ
さ

宇
和
島
市
長
）
」
が
合
同
で
道
路
整
備
促
進
要
望
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
要
望
は
、
３
名
の
愛
媛
県
選
出
国
会
議
員
と
両
協

議
会
会
長
の
清
水
愛
南
町
長
と
石
橋
宇
和
島
市
長
、
役
員
の

山
下
正ま

さ

敏と
し

愛
南
町
議
会
議
長
、
三
好
貞さ

だ

夫お

宇
和
島
市
議
会

議
長
の
ほ
か
、
会
員
市
町
長
や
事
務
局
職
員
が
国
土
交
通

省
幹
部
職
員
な
ど
に
対
し
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
等
災
害

時
の
『
命
の
道
』

と
し
て
の
高
速
道

路
「
四
国
８
の
字

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
早
期
整
備
促
進

（
特
に
、
津
島
岩

松
〜
内
海
間
の
早

期
整
備
、
及
び
内

海
〜
宿
毛
間
の
早

期
事
業
化
）
に
つ

い
て
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　
今
後
も
愛
南
町

で
は
、暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
継
続
し
て

道
路
要
望
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

石橋市長（写真左側奥）とともに佐藤直
なお

良
よし

国土交通省事務次官

（写真中央）に要望内容を説明する清水町長（写真左側奥2番目）。

（写真右側奥から）山本公
こう

一
いち

衆議院議員、山本順
じゅんぞう

三参議院議員、

井原巧
たくみ

参議院議員

　
愛
南
町
と
株
式
会
社
伊
予
銀
行

（
大
塚
岩い

わ

男お

取
締
役
頭
取
）
が
、
愛
南

町
の
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発

展
に
向
け
た
連
携
・
協
力
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
役
場
本
庁
で
行
わ
れ
た
締
結
式
で

は
大
塚
頭
取
と
清
水
町
長
が
、
相
互

の
連
携
・
協
力
事
業
な
ど
７
条
か
ら

成
る
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
大

塚
頭
取
は
「
こ
の
協
定
締
結
を
機
に

両
者
の
関
係
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の

に
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り

た
い
。
愛
南
町
の
皆
様
と
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
地
域
振
興
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

 8/
     6

 7/
   31

　
ご
家
族
・
ご
友

人
な
ど
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時

　
９
月
21
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜（
雨
天
中
止
）

場
所
　
緑

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　
１
，０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ  

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

し
ま
す
」
と
話
し
、
清
水
町
長
と
力

強
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
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「
う
み
ら
い
く
キ
ッ
チ
ン
」
で
お
い
し
い
料
理
を
作
り
ま
し
た

■
う
み
ら
い
く
愛
南
か
ら

秋田さん（写真左）と吉田さん

御
荘
中
学
生
が
役
場
の
業
務
を
体
験
し
ま
し
た

■
総
務
課
か
ら

愛
南
町
ご
当
地
キ
ャ
ラ
の
名
称
決
定

名
前
は
「
な
ー
し
く
ん
」

■
商
工
観
光
課
か
ら

吉田瑠衣さんとなーしくん

　
私
た
ち
は
、
う
み
ら
い
く
愛
南

で
行
わ
れ
た
「
第
１
回
う
み
ら
い

く
キ
ッ
チ
ン
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
う
み
ら
い
く
キ
ッ
チ
ン
」
で
は
、

山
口
鮮
魚
の
山
口
誠ま

こ
と

さ
ん
（
山
出
）

に
魚
の
さ
ば
き
方
を
教
え
て
い
た
だ

き
、「
タ
イ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」と「
ア

ジ
と
ナ
ス
の
ピ
リ
辛
ケ
チ
ャ
ッ
プ
炒

め
」を
作
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
々

と
楽
し
く
魚
の
さ
ば
き
方
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
良

い
体
験
に
な
り

ま
し
た
。

　
秋
田
麗
奈

：

こ
の
料
理
教

室
に
参
加
す
れ

ば
、
魚
を
さ
ば

い
た
こ
と
が
な

い
人
で
も
上
手

に
さ
ば
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
ご
家

庭
で
も
気
軽
に
魚
料
理
を
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
魚
を
さ
ば
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
吉
田
彩
乃

：

魚
を
さ
ば
く
と
い
う

難
し
い
作
業
を
す
る
こ
と
で
料
理
が

出
来
上
が
っ
た
と
き
の
達
成
感
は
い

つ
も
以
上
の
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
御
荘
中
学
校
２
年
生
の
秋
田
麗れ

い

奈な

さ
ん
と
吉
田
彩あ

や

乃の

さ
ん
が
職
場
体
験

学
習
で
役
場
本
庁
を
訪
れ
、告
知
端
末

の
放
送
業
務
や
広
報「
あ
い
な
ん
」の

編
集
業
務
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
職
場
体
験
で
秋
田
さ
ん
と

吉
田
さ
ん
が
参
加
し
た
、
ぎ
ょ
し
ょ

く
普
及
事
業
「
う
み
ら
い
く
キ
ッ
チ

ン
」
で
の
体
験
を
、
２
人
が
記
事
に

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

  

税
務
課
等
か
ら

９
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

国

民

健

康

保

険

税

4期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

3期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
愛
南
町
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
に
44
都
道
府
県
か

ら
３
７
２
種
類
の
名
前
が
寄
せ
ら

れ
、
選
考
委
員
会
を
経
て
「
な
ー
し

く
ん
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
「
名
付
け

親
」
と
な
っ
た
の
は
、
船
越
小
学
校

６
年
生
の
吉
田
瑠る

衣い

さ
ん
で
す
。

　
ま
た
、
８
月
19
日
（
月
）
に
は
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
吉
田
さ
ん
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た

後
、
「
愛
南
町
商
工
観
光
課
特
別
職

員
」
の
任
命
書
が
「
な
ー
し
く
ん
」

に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
愛
南
町
の
方
言
で
あ
る「
な
ー
し
」

を
名
前
に
し
た
な
ー
し
く

ん
は
今
後
、
町
内
外
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
没

し
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら

の
ご
声
援
・
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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愛
南
未
利
用
魚
図
鑑
を
作
成
し
ま
し
た

■
愛
大
南
水
研
か
ら

愛南未利用魚図鑑から

愛
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
の

出
場
者
を
募
集
し
ま
す

■
生
涯
学
習
課
か
ら

鎌田翔
しょうた

太さん（前列左、海特コース4回生）、

矢作由
ゆ り こ

利子さん（前列右、同4回生）、

伊藤寛
かん

治
じ

さん（後列、同3回生）、

　
底
引
き
網
等
で
根
こ
そ
ぎ
漁
獲
さ

れ
た
魚
の
約
３
割
が
、
大
き
さ
や
見

た
目
、
市
場
価
格
の
問
題
で
廃
棄
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
魚
を
未

利
用
魚
と
い
い
、
中
に
は
、
見
た
目

は
悪
く
て
も
味
が
良
い
た
め
漁
業
者

が
好
ん
で
食
べ
る
魚
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
市
場
に

出
回
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
未
利
用
資
源
の
存
在
は
、

地
域
特
有
の
生
態
系
の
保
全
や
生
物

資
源
管
理
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問

題
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
愛
南

町
で
水
産
学
を
学
ぶ
学
生
と
し
て
、

こ
の
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
べ
く
、

本
書
を
編
集
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

愛
南
漁
協
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

船
越
地
区
と
赤
水
地
区
の
市
場
で
水

揚
げ
さ
れ
る
未
利
用
魚
を
１
年
間
集

め
、
そ
の
生
態
や
利
用
法
を
ま
と
め

ま
し
た
。
本
書
の
利
用
に
よ
っ
て
、

未
利
用
資
源
の
認
知
度
や
問
題
意
識

の
向
上
を
図
り
、
未
利
用
資
源
を
利

用
可
能
な
資
源
へ
と
転
換
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
こ
の
図
鑑
は
、
内
泊
地
区
の
「
う

み
ら
い
く
愛
南
」
の
図
書
室
で
閲
覧

可
能
で
す
。
今
後
は
図
鑑
を
町
内
の

施
設
や
小
学
校
な
ど
に
置
い
て
い
た

だ
き
、
未
利
用
資
源
の
認
知
度
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
本
書
を
編
集
す
る
に
当
た

り
、
愛
南
町
の
漁
業
・
市
場
関
係
者

や
地
域
住
民
の
方
々
と
触
れ
合
う
機

会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

方
々
の
協
力
な
し
に
は
こ
の
図
鑑
の

完
成
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本

書
は
、
水
産
関
係
者
や
愛
南
町
で
暮

ら
す
私
た
ち
の
「
水
産
業
を
活
性
化

さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
た
一
冊
で
す
。
こ
の
思
い

が
本
書
を
ご
覧
に
な
っ
た
皆
様
に
伝

わ
り
、
未
利
用
魚
の
問
題
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
愛
媛
大
学
農
学
部
　
海
洋
生
産
科

学
特
別
コ
ー
ス
　
一
同

　
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
ア
ス

リ
ー
ト
の
競

技
力
向
上
を
め

ざ
し
「
愛
―

１

グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
３
」
を

開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
28
日（
土
）

　
　
　
受
付 

11
時
45
分
〜
12
時
30
分

　
　
　
競
技
開
始 

13
時

場
所

　
南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
広
場

種
目
　
60
ｍ
走
、
１
０
０
ｍ
走
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
キ
ッ
ク
タ
ー

ゲ
ッ
ト
、
ロ
ン
グ
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
、
一
輪
車
競
争
、
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
、
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

※
各
種
目
に
は
、
参
加
資
格
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
９
月
19
日（
木
）

参
加
料
　
無
料

問
合
せ

　

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
２
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20
歳
を
過
ぎ
た
ら
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

正常な細胞

←多くの女性が一生に一度は感染する

18年9月愛媛県総合保健協会事業説明会資料より

ここで発見・治療すれば
がんにはならない

正常な細胞が子宮頸がんになるまで

←約10％が感染したまま

←さらに一部は細胞変化を起こす

←一部はついに
　がんになる

←感染が長期化すると細胞変化を
　起こす

HPVに感染した細胞

HPVが消失
すれば細胞
は正常に戻
る

HPV感染の
約90％は
自然消失↓

　
国
内
で
毎
年
約
１
６
，
０
０
０
人

の
女
性
が
新
た
に
患
者
と
診
断
さ

れ
、
２
，
５
０
０
人
が
命
を
落
と
す

「
子
宮
頸
が
ん
」
。
最
近
は
特
に
、

20
〜
30
代
の
若
い
患
者
が
急
増
し
、

死
亡
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
す
で
に
予

防
可
能
な
病
気
と
い
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
ヒ
ト
・
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）と
い

う
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
原
因
で
引
き
起

こ
さ
れ
る
こ
と
が

解
明
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
し
、
子
宮

頸
部
の
細
胞
に
Ｈ

Ｐ
Ｖ
が
感
染
し
て

も
、
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
多
く
の

人
は
免
疫
力
で
体

外
に
排
除
し
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、

約
１
割
の
人
は
Ｈ

Ｐ
Ｖ
を
排
除
で
き

ず
、
感
染
が
持
続

し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
す

る
と
、
子
宮
頸
部

の
細
胞
に
異
形
成

と
い
う
異
常
を
引

き
起
こ
し
、
子
宮

頸
が
ん
へ
と
進
行

　
愛
南
町
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見

に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
一
定
の
年
齢

の
方
々
に
対
し
て
子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
の
「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
・
が
ん
検
診
手
帳
」
を
配
付
し
て

い
ま
す
。

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
お
手
元
に
届

い
た
方
は
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
年
齢
以

外
の
方
で
も
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は

20
歳
以
上
、
乳
が
ん
検
診
は
40
歳
以

上
で
あ
れ
ば
無
料
で
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、
ぜ
ひ
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　
日
程
等
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　
異
形
成
か
ら
が
ん
に
進
行
す
る
ま

で
に
は
、
５
年
か
ら
10
年
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
細
胞
に
異

型
が
見
ら
れ
る
初
期
の
段
階
で
発
見

す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
定

期
的
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け

て
い
れ
ば
、
異
形
成
が
子
宮
頸
が

ん
に
進
行
す
る
前
に
発
見
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
結
果
的
に
子
宮

頸
が
ん
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
度
、
ま
だ
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
※
20
歳
を
過
ぎ
た
ら
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

が
ん
検
診
い
つ
受
け
る
の
？
　
今
で

し
ょ
!!
（
２
０
１
３
年
が
ん
征
圧
ス

ロ
ー
ガ
ン
）

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

子宮頸がんは、定期的

にがん検診を受けてい

れば早期に発見できる

がんです。
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けします。

※1回の相談人数は8人まで

で事前予約が必要です。定員

に達した場合は受付を終了

します。

　９月１０日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　９月１４日（土）・２５日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

愛
媛
の
救
急
医
療
を
守
り
ま
し
ょ
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

防
災
講
演
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
す

■
防
災
対
策
課
か
ら

　
近
年
、
休
日
や
夜
間
、
救
急
病
院

に
軽
症
の
患
者
さ
ん
が
集
中
（
※
）
し
、

医
師
の
負
担
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、

安
易
な
救
急
車
の
呼
び
出
し
で
出
動

回
数
が
増
加
し
、
重
症
患
者
さ
ん
の

搬
送
に
支
障
が
出
る
ケ
ー
ス
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
住
民
の
皆
様
に

適
切
な
医
療
を
提
供
で
き
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
『
愛
媛
の
救
急
医
療
を
守

る
１
４
３
万
人
の
県
民
運
動
（
愛
救

１
４
３
運
動
）
』
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
医
療
機
関
や
救
急
車
の
適

切
な
利
用
を
、
住
民
の
皆
様
一
人
一

人
に
心
が
け
て
い
た
だ
く
取
組
で
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
愛
媛
県
が
調
査
を
実
施
し
た
平
成
23

年
11
月
の
１
か
月
間
に
、
県
内
救
急
告

示
病
院
で
受
診
し
た
全
救
急
患
者
の
う

ち
、
軽
症
患
者
の
占
め
る
割
合
は
78
・

７
％（
全
救
急
患
者
１
４
，４
１
５
人
、

軽
症
患
者
１
１
，３
３
７
人
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
20
年

11
月
と
比
較
す
る
と
１
・
５
ポ
イ
ン

ト
減
少
（
全
救
急
患
者
１
６
，３
６
２

人
、
軽
症
患
者
１
３
，
１
２
６
人
、

軽
症
患
者
の
占
め
る
割
合
80
・
２
％
）

し
て
い
ま
す
。

【
普
段
か
ら
の
３
つ
の
心
が
け
】

①
日
頃
か
ら
『
か
か
り
つ
け
医
』
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
健
康
診
断
や
検
診
等
に
よ
り
、
病

気
の
予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

③
家
庭
で
薬
を
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

【
受
診
に
当
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
３
つ
の
心
が
け
】

①
な
る
べ
く
医
療
機
関
の
通
常
の
診

療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
も
、
軽
症

の
場
合
は
通
常
の
受
付
順
と
な
る

場
合
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

③
休
日
や
夜
間
で
比
較
的
症
状
の
軽

い
方
は
、
在
宅
当
番
医
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

【
症
状
は
軽
い
け
れ
ど
、

　
　
　
　
　
　
ど
う
す
れ
ば
…
】

　
休
日
や
夜
間
に
、
ど
の
病
院
に
行

け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
に

は
、
え
ひ
め
救
急
医
療
ネ
ッ
ト
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
参
考
に
さ
れ
る

か
、
南
宇
和
郡
医
師
会
休
日
当
番
医

案
内
（
℡
７
２
―

１
２
３
４
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
や
け
が
の

場
合
は
、
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０ 

電
話
で
＃
８
０
０
０

を
押
す
と
つ
な
が
り
ま
す
。
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

症状に応じた救急医療機関の役割分担

　
「
災
害
リ
ス
ク
へ
の
向
き
合
い

方
」
を
テ
ー
マ
に
防
災
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
講
演
会
で
は
、
同
志
社

大
学
心
理
学
部
の
中な

か

谷や

内ち

一か
ず

也や

教
授

が
基
調
講
演
を
行
う
ほ
か
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
災
害

に
対
す
る
不
安
に
ど
の
よ
う
に
向
き

合
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
皆
様

を
交
え
て
意
見
交
換
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
９
日（
月
）

　
　
　
18
時
〜
20
時
30
分

場
所
　

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

問
合
せ

　

　
防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１
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こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

■
町
民
課
か
ら

守
り
た
い 

大
切
な
命
・
・
・

■
保
健
福
祉
課
か
ら

どうしたの？

何を悩んで

いるの？

話してみて。

もう駄目だ。

生きている

意味がない。

変化に
気付いて、声を
掛ける。

本人の気持ちを
尊重し、耳を
傾ける

早めに専門家に
相談するよう
促す。

気付き気付き
温かく寄り添い
ながら、じっくりと
見守る。

見守り見守り

傾聴 つなぎ傾聴 つなぎ

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出

は
加
入
す
る
と
き
だ
け
で
な
く
、

被
保
険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と

き
に
も
必
要
で
す
。
も
し
、
届
出
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
、
年
金
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
届
出
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き

（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
加
入
者
を

除
く
。）

　
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の

で
、
印
鑑
（
本
人
自
署
の
場
合
は
不

要
）
を
ご
持
参
の
上
、
住
所
地
の
市

町
村
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
退
職
し
た
時

（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
加
入
者
の

場
合
）

　
第
２
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
に
異
動
と
な
り
ま
す
の
で
、

印
鑑
（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）
、

年
金
手
帳
と
退
職
の
日
が
分
か
る
資

料
を
ご
持
参
の
上
、
住
所
地
の
市
町

村
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
年
金
一
日
相
談

 

○
９
月
18
日（
水
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

○
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
が
、

配
偶
者
が
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
を

辞
め
た
と
き

　
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
に
異
動
と
な
り
ま
す
の
で
、

印
鑑
（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）
、

年
金
手
帳
と
配
偶
者
の
退
職
日
が
分

か
る
資
料
を
ご
持
参
の
上
、
住
所
地

の
市
町
村
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
一
般
免

除
や
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
４
４
０

　
町
民
課

　
　
℡
７
２
―

７
３
０
０

　
全
国
の
自
殺
者
は
、
平
成
10
年
以

降
14
年
連
続
し
て
３
万
人
を
超
え
て

い
ま
す
。

　
愛
媛
県
で
は
、平
成
23
年
に
３
０
５

人
の
方
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
こ
ん
な
と
き
は
要
注
意

　
自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
９
割
は
、

何
ら
か
の
心
の
病
を
有
し
て
い
た
と

の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
最
も
多
か
っ
た
の
が

「
う
つ
病
」
で
す
。
も
し
か
し
て
…

と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
気
づ
き
治
療

す
る
こ
と
が
回
復
へ
の
近
道
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
又
は
心
療
内
科
、
精

神
科
な
ど
の
医
師
や
、
保
健
師
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
愛
南
町
で
は「
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
て
い
ま
す

　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
毎
月

２
回
、
精
神
科
医
に
よ
る
「
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
」
を
予
約
制
で
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
支
所
や
城
辺
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
が

随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
周
り
の
人
に
で
き
る
こ
と

　
私
た
ち
一
人
一
人
の
支
え
で
救
え

る
い
の
ち
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２
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「
あ
い
な
ん
医
療
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
す

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

あいなん小児医療を守る会イメージ

キャラクター「M-ZO（えむぞー）」

　
ご
存
知
の
よ
う
に
愛
南
町
だ
け

で
な
く
全
国
の
地
域
医
療
は
医
師

不
足
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
愛
南
町
の
地
域
医
療
の

拠
点
と
な
る
県
立
南
宇
和
病
院
で

も
、
医
師
の
数
も
減
少
し
、
地
元

医
師
な
ど
多
く
の
診
療
支
援
の
お

か
げ
で
病
院
機
能
が
維
持
で
き
て

い
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
私
た
ち

の
町
の
医
療
を
守
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
、
住
民
に
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
こ
の
こ

と
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
た

め
に
私
た
ち
あ
い
な
ん
小
児
医
療

を
守
る
会
は
、
今
年
も
町
民
の

方
々
を
対
象
に
研
修
会
を
行
い
ま

す
。

　
講
師
に
は
町
内
外
で
幅
広
く
活

躍
さ
れ
て
い
る
正
光
会
御
荘
病
院

の
長
野
敏と

し

宏ひ
ろ

先
生
を
お
迎
え
し
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
経
験

を
踏
ま
え
、
い
ず
れ
来
る
で
あ
ろ

う
震
災
に
備
え
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
ポ
ン
マ
メ
を
用
意
し
て
、

愛
南
町
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
な
ー
し
く
ん
」
と
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

講
師
　
長
野
敏
宏
先
生

　
　
　（
正
光
会
御
荘
病
院
院
長
）

日
時
　
９
月
28
日（
土
）13
時
〜
15
時

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
※
託

児
有
り
（
事
前
申
込
み
が
必
要
で

す
。）

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
６
日（
日
）　
10
時
〜
15
時
　
※
予
約
も
承
り
ま
す
。

場
所
　
松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

相
談
内
容
　
登
記
、
境
界
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権
問
題
、
遺
言
及
び
公

正
証
書
関
係
な
ど

相
談
担
当
者
　
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
人
権
擁
護
委
員
、
司
法
書

士
、
土
地
家
屋
調
査
士

費
用
　
無
料

問
合
せ

　
松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０

お知らせ

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
に
つ
い
て

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

　
松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月

９
日（
月
）か
ら
15
日（
日
）ま
で
の
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
に
合
わ
せ
、
電
話
で
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
９
日（
月
）〜
13
日（
金
）　
８
時
30
分
〜
19
時

   

　
　
９
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）　
10
時
〜
17
時

電
話
番
号
　
全
国
統
一
電
話
番
号
　
０
５
７
０
―

０
０
３
―

１
１
０

     

　
　
　
※
携
帯
電
話
可
、
一
部
IP
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

相
談
内
容

　
相
続
・
扶
養
問
題
等
、
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
の
人
権
問
題
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

問
合
せ

　
松
山
地
方
法
務
局 

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

お知らせ

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡
７
３
―

２
２
８
８

a
ina
n.m
a
m
oru@

g
m
a
il.com

来てね。
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小児科外来壁面の装飾の様子

「
無
料
法
律
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

松
山
地
方
裁
判
所
か
ら

大
事
な
契
約
や
遺
言
な
ど
は
公
正
証
書
に

宇
和
島
公
証
役
場
か
ら

み
ん
な
で
守
ろ
う
南
宇
和
病
院 

　
〜
看
護
部
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

　
法
の
日
週
間（
10
月
１
日
〜
７
日
）に
合
わ
せ
、
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
３
日（
木
）　
10
時
〜
15
時

　
　
　
※
受
付
時
間
　
９
時
〜
14
時
30
分

場
所
　
松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部

参
加
方
法
　
当
日
、
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

相
談
内
容
　
金
銭
関
係
、
不
動
産
関
係
、
家
庭
関
係
の
悩
み
事
な
ど

相
談
担
当
者
　
愛
媛
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

相
談
時
間
　
30
分
以
内

問
合
せ

　

　
松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部 

℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

１
１
３
３

お知らせ

　
10
月
１
日（
火
）か
ら
７
日（
月
）は
「
公
証
週
間
」
で
す
。

　
公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依
頼
に
よ
り
金
銭
の
貸
借
、
不
動
産
の

売
買
・
賃
貸
、
損
害
賠
償
や
慰
謝
料
の
支
払
い
な
ど
各
種
の
契
約
書

（
公
正
証
書
）を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書
に
は
、
判
決
書
と
同
様

に
、
差
押
え
や
取
立
て
の
効
力
が
あ
り
ま
す
。
遺
言
書
も
公
証
役
場
で

作
成
し
て
お
く
と
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
と
い
う
手
続
き
を
受
け
る
こ

と
な
く
効
力
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
法
律
行
為
の
確
実
を
期
す
た
め
に
は
、
公
正
証
書
を
作
成
し
た
り
、

認
証
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
公
証
役
場
で
は
、
公
正
証
書
に
関
す
る
法
律
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
公
証
役
場 

℡  
０
８
９
５
―

２
５
―

２
２
９
２

お知らせ

　
当
院
の
常
勤
医
師
の
減
少
で
、
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い

ま
す
が
、「
自
分
は
関
係
な
い
」、
も
し
く
は
「
行
政
が
し
っ
か
り
し
な

い
か
ら
」、「
自
分
の
力
の
及
ぶ
範
囲
で
は
な
い
」
と
考
え
て
お
ら
れ
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
当
院
に
応
援
に
来
ら
れ
る
医
師
は
、
自
分
の
病
院
に
患
者
を
残
し
、

２
週
間
単
位
又
は
１
日
単
位
で
診
療
応
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
愛
南

町
の
住
民
の
た
め
、
遠
く
は
今
治
病
院
か
ら
高
い
志
で
来
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
で
は
、
地
元
住
民
で
あ
る
私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　
一
人
一
人
が
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
賢
い
患
者

に
な
ら
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
き
ち
ん
と
し
た
食
生
活

を
送
る
、
夜
更
か
し
を
せ
ず
早
起
き
を
す
る
、
体
調
の
悪
い
と
き
は
無

理
を
し
な
い
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
す
べ
て
自
分
が
で
き
る
こ

と
で
す
。
病
院
で
も
ら
っ
た
薬
を
き
ち
ん
と
服
用
し
、
決
め
ら
れ
た
受

診
日
に
来
院
す
る
。
こ
れ
も
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
で
す
。
今
ま
で
以
上
に
健
康
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　
県
立
南
宇
和
病
院 

℡  
７
２
―

１
２
３
１

お知らせ

　
こ
の
装
飾
は
、
は
ま
ゆ
う
乳
幼
児
保
育

所
の
保
育
士
さ
ん
が
季
節
ご
と
に
張
り
替

え
て
く
れ
る
オ
ブ
ジ
ェ
で
す
。
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
親
御
さ
ん
も
和
や
か
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ

に
と
っ
て
は
、
「
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い

る
。
が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
！
」
と
志
を
新
た

に
す
る
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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　～ 手紙 ～

防
衛
大
、防
衛
医
科
大
の
学
生
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
か
ら

－あいなん音故地新－
　七月の終わり。祖母が“お疲れさま”を告げられて、永い眠りにつきました。祖父の月命

日に合わせるように。とても強い人でした。いつも背筋のピンとした、とても美しい人で

した。人に頼らず、迷惑をかけず、最期の最期まで弱音を吐かず生き抜いた。

『おばあちゃん。

　おばあちゃんにもらった厳しさと優しさと、惜しみない愛情を抱きしめてこれからも歩

いていくよ。おばあちゃんの残したたくさんの家族を大切に、大切にしていくよ。おばあ

ちゃん、ありがとう。ゆっくり休んでほしいけど、落ちこんで歩けんなったときは夢の中

で笑いかけてほしい。会いにきてほしい。会いたい。おば

あちゃん、見守っちょってや。がんばるけんね。またすぐ

いぬるけんね。』

（テノヒラkiku）

kikuさんのプロフィール

　アコースティックバンド「テノヒラ」の

ボーカルとして、東京を拠点に全国で活躍

中。城辺小～城辺中～南宇和高校出身

終
戦
当
時
の
引
揚
者
に
対
し
て
の

通
貨
・
証
券
の
返
還
に
つ
い
て

税
関
か
ら

　
税
関
で
は
、
終
戦
当
時
の
引
揚
者
か
ら
お
預

か
り
し
た
通
貨（
紙
幣
）や
証
券
な
ど
を
返
還
し
て

い
ま
す
。
心
当
た
り
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
ご
本
人
の
ほ
か
、
ご
家
族
か
ら
の
お
問
い
合

わ
せ
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　
松
山
税
関
支
署

 

℡
０
８
９
―

９
５
１
―

０
３
０
１

松
山
税
関
支
署
宇
和
島
出
張
所

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
５
４

お知らせ

【
防
衛
大
学
校
学
生 

一
般（
前
期
）】

受
験
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
。）で
21
歳
未
満
の
方

第
一
次
試
験
日
及
び
試
験
地
　
11
月
９
日（
土
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
日（
日
）　
宇
和
島
市
役
所

【
防
衛
医
科
大
学
校
学
生（
看
護
学
科
、
医
学
科
）】

受
験
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
。）で
21
歳
未
満
の
方

第
一
次
試
験
日
及
び
試
験
地 

　
看
護
学
科

：

10
月
19
日（
土
）　
松
山
大
学

　
医
学
科

：

11
月
２
日（
土
）、
３
日（
日
）　
松
山
大
学

※
受
付
締
切
は
い
ず
れ
も
９
月
30
日（
月
）で
す
。
な
お
、
防
衛
大
学
校

学
生
採
用
試
験
に
は
、
推
薦
・
総
合
選
抜
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
（
受
付

締
切
は
９
月
９
日（
月
）で
す
。）。

問
合
せ

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所 

℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１

お知らせ
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今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　月曜日
　火・木曜日
●園庭・保育室開放
　水・金曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日
　土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　月・水・金曜日
●園庭等開放
　火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

9:30 ～ 11:30
・6日（金）・11日（水）・18日（水）は
御荘夢創造館で行います。
・13日（金）は育児講座として、特別 
講師による親子体操「3B体操」を予
定しています。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日～金曜日 10:00 ～ 16:00
10 日（火）

出張『わんぱく』          10:00～11:30
ボディペインティング♪城辺保健福祉センターにて

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談

12日（木）、26日（木）        13:00 ～ 16:00
その他の曜日はお問い合わせください。

一本松保育所

船越保育園

緑保育所

9 月の子育てサポートご案内

10月1日（火）運動会ごっこ 

   17日（火）    キッズ体操 

世代間交流11日（水）・18日（水）・25日（水）

『南高ワークショップ』城辺小にて10月2日（水）

ポケット『おはなし会』10:30～11:3010月3日（木）

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598
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THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※10月の引取日は、2日、9日、
16日、30日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

西本病院
御荘平城 TEL73-2121

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

岡沢クリニック
御荘平城 TEL70-1511

内海診療所
柏 TEL85-0341

福浦診療所
福浦 TEL83-0510
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新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（10月の収集は7日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（10月の収集は11日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（10月の収集は17日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（10月の収集は23日）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　9：30～11：30

10月4日（金）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

胃がん検診
●内海保健センター 7：00～8：30

胃がん検診
●久良ふるさとセンター
　7：00～8：30

胃がん検診
●網代消防倉庫前 7：00～7：15
●家串公民館　 　8：30～9：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　9：00～10：30、12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●中浦交流館
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　9：00～10：30、12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●緑基幹集落センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●赤水公民館
　12：30～14：00

10月4日（金）

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　12：30～14：00

10月の主な行事予定
  5日（土）

  9日（水）
13日（日）
　  〃
16日（水）

17日（木）

8：30～17：00

13：00～15：00
9：30～15：00
8：30～17：00
8：30～15：30

11：00～12：00

第46回 南宇和郡中学校
　　　　　　　新人総合体育大会
特設行政相談
愛南まるゴチ秋の味覚祭
第9回 スポーツフェスタIN愛南
第33回 南宇和郡小学校
　　　　　　　陸上競技大会
戦没者追悼式

南レク城辺球場ほか

城の辺学習館
（株）レクザム愛南工場
南レク城辺球場ほか
南レク城辺多目的広場

御荘文化センター

スキューバダイビング交流会
●宇和海海域
　9：30～15：30

第2回 生涯学習講座
●御荘文化センター
　13：30～15：00

第6回 愛-1グランプリ2013
●南レク城辺公園多目的広場
　11：45～16：30

愛南町グラウンドゴルフ協会会員
一本松大会兼愛媛スポレク祭2013
グラウンドゴルフ競技愛南町予選会
●あけぼのグラウンド
　8：00～12：00

八朔相撲大会
●緑ふれあい広場土俵
　13：00～21：00

街道灯籠祭り愛南2013
山街道をゆく
●山出・僧都地区
　15：00～灯籠が消えるまで

パールジュエリー・
デザインコンテスト作品展
●DE・あ・い・21
　8：30～19：00 ※10月15日（火）まで
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）粉川ファミリークリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）岡沢クリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）内海診療所

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00　

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（10月の収集は2日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（10月の収集は4日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（10月の収集は9日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（10月の収集は15日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（10月の収集は21日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（10月の収集は25日）

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　 9：30～11：30

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●僧都ふれあい交流館
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●DE・あ・い・21
　12：30～14：00

5歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H20年6月1日～7月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

乳児栄養相談「もぐもぐ教室」
●城辺保健福祉センター
　13：00～13：30 ※要事前申込み

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H25年1月11日～3月10日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●一本松保健センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●一本松保健センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●城辺保健福祉センター
　9：00～10：30
  12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●一本松保健センター
　12：30～14：00

海のレジャー体験
「四国唯一！シーウォーカー」
※9月は土・日・祝日のみの運用です。
●鹿島
●問 愛南町西海観光船 ☎0895－82－0011

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁
　9：00～16：00

２０１３年
平成２５年９月暮らしカレンダー

第23回 どろんこサッカー大会
●篠山小学校体育館横
　8：30～15：30

消費生活相談員相談日
●役場本庁　9：00～16：00

ブックスタート事業
●城辺保健福祉センター
　13：00～15：00

愛いっぱい愛南産直市
●松山三越
　10：00～19：00 
※9月3日（火）～9日（月）まで

愛媛スポレク祭2013クロッケー愛南町予選会
●南レク御荘多目的広場
　12：30～16：00

スキューバダイビング交流会
●宇和海海域
　9：30～15：30

平成25年度
愛媛県総合防災訓練
●西海地域ほか
　8：30～12：00
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　久良に伝わる「能山踊り」が、

真浦地区の古
こ

木
ぼ く

庵
あ ん

で奉納され

ました。「能山踊り」は、戦国

末期に土佐の長宗我部氏に敗

れて久良に落ち延びたといわれ

る御荘領主勧修寺左馬頭基賢

（顕徳院殿能山祐賢大居士）を慰

霊する民俗芸能で、毎年8月

14日に踊られます。

　最近は磯焼けで、めっきりと藻場が少なくなっていた
が、今年は瀬ノ浜で、ホンダワラ類の藻場、ガラモ場が
復活していた。
　海底から立ち上がる無数のホンダワラは、まるで海底
に出現した森のように見える。ホンダワラには小さなエ
ビやカニなどの甲殻類が住んでおり、それをエサにする
小魚が集まってくる。そして、その小魚を狙って、スズ
キやヒラメなどの大型の魚も集まってくる。藻場の復活
は、海の生態系の復活でもある。
　春先に出現したホンダワラの森は、8月になると、次々
と海底を離れ、流れ藻となっていった。今後は沖合を漂
いながら、モジャコ（ハマチの稚魚）など、回遊魚の住
みかにもなる。愛南の海の豊かさを語るときには、サン
ゴが脚光を浴びることが多いが、藻場の存在も忘れては
ならない。
　南方系のサンゴの群落と、北方系の藻場が混在してい
ることが愛南の特徴であり、豊かさの象徴でもある。サ
ンゴの白化など、暗い話題が続いていたが、久しぶりに
明るい出来事であった。
 　　　（撮影地 : 瀬ノ浜）愛南サンゴを守る会 西尾知

とも て る

照

本日! 海日和!! 　　「海底の森」vol34

伝統の舞
～能山踊り～

8/

14

写真

4

一本松、城辺で夏まつり
　7月20日（土）、町内では今年最初の夏祭りとなる「一
本松夏祭り」が一本松商店街周辺で開催されました。
歩行者天国となった商店街周辺には各種団体による
出店が並び、餅まきや地元アマチュアバンドライブ
などが行われました。また、会場からほど近い出雲
大社一本松教会には茅の束で作った大きな輪をくぐ
る「輪抜け」に多くの参詣者が訪れました。
　また 8月4日（日）には、町内の小・中学生などから
募集した俳句を清書したあんどん約 300 個で飾られ
た城辺商店街で「城辺夏まつり」が開催され、地元団
体や露天商の出店が数多く並んだ商店街に大勢の家
族連れなどが訪れました。祭りは、城辺小学校トラ
ンペット鼓隊を先頭に各種団体による「愛南音頭」の
踊りパレードで幕を開け、商工会城辺支所前広場の
特設ステージでは、缶ジュース積み上げ大会や仮面
ライダーウィザードショーなどが行われて祭りを盛
り上げました。

7/

20
8/

4

写真

1

か     じゅ     じ       さ     まの    かみ   もと    かた

ガラモ場とカマスの群れ
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御荘病院夏祭り
8/

1

写真

3

1 1

3 4

2

5

　『日本の渚百選』のひとつ須

ノ川海岸で「会いに行こう。海

の生き物 !! シュノーケリング

探検隊 in須ノ川」が行われ、

愛南町の美しい海をシュノー

ケリングで楽しもうと、約40

名が参加しました。初めてシュ

ノーケリングに挑戦する参加

者もいましたが、インストラ

クターの丁寧な指導もあり、

参加者全員がシュノーケルや

フィン（足ひれ）を上手に使い、

海中の色鮮やかなサンゴや熱

帯魚などを観察していました。

シュノーケリングで
海の探検

8/

10、11

写真

5

　御荘平山の御荘病院で「第

27回夏祭り」が開催され、浴

衣姿の親子連れなど大勢の来

場者で賑わいました。

　会場には、多くのボランティ

アスタッフによる物産販売や

金魚すくい、射的ゲームなど

の出店が並び、特設ステージ

では、らくさぶろうさんを進

行役に浴衣美人&甚平美男コ

ンテストやラムネの早飲み競

争など楽しい催しで盛り上が

りました。最後は、約 100発

の花火が打ち上げられ、楽し

い夏のひとときが幕を閉じま

した。

本物の芸術に触れる
8/

11

写真

2

　子どもたちに本物の演劇や

舞台芸術に触れてもらおうと、

御荘文化センターで影絵劇団

かしの樹による生演奏つき音

楽影絵劇「セロ弾きのゴーシュ」

が上演されました。

　公演は 2部構成で行われ、

第1部では、アンサンブル「オ

アーゼ」によるミニコンサー

トでチェロ・バイオリン・ピ

アノの三重奏が観客を魅了し、

第2部の生演奏つき影絵劇で

は、子どもたちが目を輝かせ

ながらスクリーンに映し出さ

れる楽しい影絵に見入りまし

た。

一本松夏祭り 城辺夏祭り
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平城スポーツ少年団

　一本松交流促進センターで、四国西南地域から 45 チーム約 250 名が

参加して「第 30 回四国西南地区少年剣道大会」が行われました。
【大会結果は次のとおり（本町選手のみ掲載）】

【個人戦】

小学生低学年個人の部  準優勝 安岡楓
ふ う わ

倭

　　　　　　　　　　　3位 西山 響
ひびき

小学生高学年個人の部  優勝 藤田脩
し ゅ う と

人 

　　　　　　　　　　　3位 髙平貴
た か の ぶ

宣

中学生男子の部  優勝 山本怜
れ い じ

司 

         　　　　　3位 菊地知
と も ひ ろ

大　　　   、3 位 二神 啓
け い

中学生女子の部  優勝 二神明
あ す み

日美　　　　 3 位 本多咲
さ き

稀

【団体戦】

小学生高学年の部　準優勝 城辺子供剣道会 A

中学生男子の部　　準優勝 城辺中学校 A

中学生女子の部　　優勝 城辺中学校 A

南宇和剣道会長賞　中学生の部 山本怜司

四国西南地区少年剣道大会
7/28

（一本松剣道会）

（深浦スポーツ少年団）

（一本松中）

（深浦スポーツ少年団）

（城辺子供剣道会）

（城辺中）

（城辺中）

（城辺中）

（城辺中）

個人戦各部門優勝、準優勝者
写真左から二神さん、山本くん、
藤田くん、安岡くん

　今治市吉海で「第 34 回 愛媛県 B&G スポーツ大会 ( マリンスポーツ部門 )」が行われ、県内の B&G 海洋

センター・クラブの小・中学生 64 名が真夏の暑い日差しの下、ローボートやシングルカヌー、オプティミ

スト (OP) ディンギーの 3種目で熱戦を繰り広げました。

　本町からは御荘 B&G海洋クラブの 9名が参加して好成績を収めました。
【大会結果は次のとおり（本町選手の優勝、準優勝のみ掲載）】

ローボート種目
男子の部　準優勝 愛南町御荘（池田昂

こ う き

輝・牧野唯
ゆ い と

篤・本多亜
あ ろ は

呂羽・本多研
け ん ご

吾）

女子の部　準優勝 愛南町御荘（上田水
み き

葵・芝田琴
こ と ね

音・髙橋美
み う

羽・河野恋
れん

）

シングルカヌー種目 小学生男子の部　優勝 池田昂輝（平城小）

中学生男子の部　準優勝 本多研吾（御荘中）

OPディンギー種目 小学生の部 準優勝 中田葵
あおい

マリンスポーツで大活躍
7/29

（平城小）

宿毛市長杯ミニバスケットボール大会
8/3、4

優勝した愛南MBC

　高知県 1位チームなど 12 チームが参加して宿毛市で行

われた「第 3回宿毛市長杯ミニバスケットボール大会」で、

本町から出場した愛南ミニバスケットボールクラブ (MBC)

が見事優勝を飾りました。

平城スポーツ少年団が44チームの頂点に
8/3、4

　四国のほか、中国、九州地方から合計 44 チームが参加して「第

9回宿毛市長杯少年サッカー大会」が宿毛市で開催され、本町

から平城スポーツ少年団、城辺少年サッカークラブ、一本松少

年サッカークラブが出場しました。各県の強豪チームが揃うな

か、平城スポーツ少年団が勝利を重ね、初優勝を飾りました。
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キラッ

あいな
んスポ

ーツ

　南レク城辺公園野球場で「第 23 回南レク グラウンド・ゴルフ愛媛大会」が開催され、県内から

56 チーム、271 名のグラウンド・ゴルフ愛好家が参加して競技を楽しみました。

個人総合の部では、あいなん Aチームの川﨑金
き ん た ろ う

太郎さん ( 魚神山 ) が初優勝を飾りました。

グラウンド・ゴルフ愛媛大会で川崎さん頂点に
7/10

個人総合の部
優勝 川﨑金太郎さん

選手宣誓する

城辺少年サッカークラブの

藤田治
は る き

希選手

愛南サッカーフェスティバル
　南レク城辺公園芝球技場ほかで「愛南サッカーフェスティバル 2013」が行われ

ました。7月 20 日、21 日には小学 4年生以下の部に 18 チーム、小学 6年生以

下の部に 24 チームが、また、7月 27 日、28 日には中学 2年生以下の部に 16 チー

ムが参加して熱戦を繰り広げました。
【大会結果は次のとおり（本町チームの 3位までを掲載）】

中学 2年生以下の部 優勝 御荘中学校  準優勝 城辺中学校
※小学生の部は、4年生以下、6年生以下の部ともに上位入賞なし。

 

7/20、21・27、28

2 部優勝 ほおずき A

優勝 御荘中学校

　御荘 B&G 海洋センター体育館で「第 19 回愛南町レクバレーボール大

会」が開催され、一般女子 1部（年齢不問）に 9チーム、一般女子 2部（50

歳以上）に 6チーム、約 130 名が参加して楽しく熱戦を繰り広げました。
【大会結果は次のとおり（優勝、準優勝のみ掲載）】

1部 優勝  向日葵　　　準優勝 クレヨン

2部 優勝  ほおずき A　準優勝 カメレオン

レクバレーで熱戦
7/28

準優勝 城辺中学校

1部優勝 向日葵

　城辺小学校プールで「南宇和郡小学校水泳競技大会」が行

われ、町内の小学校から選抜された選手が練習の成果を存

分に発揮しました。
【大会結果は次のとおり（1位入賞の大会新記録のみ掲載）】

背泳ぎ　女子 50m　山本音
と わ

羽　　　　　　 36 秒 5

バタフライ  男子 25m　大西悠
ゆ う た ろ う

太郎　　　　　　 17 秒 1

個人メドレー 　女子 75m　山本音羽 58 秒 0

南宇和郡小学校水泳競技大会
7/23

（平城小6年） 

（城辺小6年） 
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　愛媛県総合運動公園 相撲場で開催された「2013 愛媛県小学生

相撲選手権大会」に町内の小学生力士が参加し、気合の入った熱

い取組で好成績を収めました。
【大会結果は次のとおり（優勝、準優勝のみ）】

【個人戦】

 1 年生の部 優勝 福原丈
じょういちろう

一朗　　　 　 準優勝 山口朔
さ く

空

 2 年生の部 準優勝 宇野伊
い お り

央里

 3 年生の部 優勝 橋本柊
と う わ

羽

 6 年生の部 優勝 清水幸
こ う の す け

之助

※ 6年生の部で優勝した清水くんは、8月 25 日（日）に高知県で開
　催された四国大会に出場しました。

【団体戦】

 準優勝 愛南

少年力士が大活躍
8/4

（平城小）

（平城小） （僧都小）

（城辺小）

（平城小）

個人戦優勝、準優勝者
写真左から
福原くん、山口くん、宇野くん、
橋本くん、清水くん

　愛南町の少年アスリートたちが、それぞれの競技で予選を勝ち抜いて全国大会に出場しました。

次のとおり紹介します。

【第 29 回わんぱく相撲全国大会】（7月 28 日、東京都）

 森岡夢
ゆ め じ

次くん（僧都小 5年 ) 

【平成 25 年度全日本小学生ソフトテニス選手権大会】（8月 1日～ 4日、山梨県）

 平岡睦
りく

くん（篠山小 6年 ) 

【第 24 回全国都道府県中学生相撲選手権大会】（8月 4日、東京都）

 都築汰
た い ち

知くん（御荘中 3年 )  ※個人軽量級（75kg 未満）ベスト 8

【第 43 回全国中学校剣道大会】（8月 17 日・18 日、静岡県）

 団体戦 城辺中学校女子剣道部

 個人戦 二神明
あ す み

日美さん（城辺中 2年）

【平成 25 年度全国高等学校総合体育大会】

 陸上競技（7月 28 日～ 8月 3日、大分県 )

5,000m 競歩 山本将
ま さ み

巳くん（南宇和高 3年）

 円盤投げ     梶原良
り ょ う た

太くん（南宇和高 2年）

 相撲競技（8月 2日、3日、長崎県） 個人戦 近平佳
け い た ろ う

太朗くん（南宇和高 3年）

全国大会に出場しました

個人軽量級で
ベスト 8に入った
都築汰知くん

城辺中女子剣道部。県予選では、
大会 4連覇を果たしました。

　久万高原町の久万 B&G 海洋センタープールで「第 34 回愛媛県

B&G スポーツ大会水泳部門」が開催され、愛南町から 11 名の小・

中学生が参加しました。
【大会結果は次のとおり（入賞者多数のため、リレー種目の 1位のみ掲載）】

小学生 100m メドレーリレー

（石村和
よ り か

佳・西田光
ひ づ き

都希・清水貫
か ん ち

智・池田昂
こ う き

輝）1分 18 秒 84

中学生 200m メドレーリレー

（埜下はるな・美口悠
ゆう

・清水鼓
こ て つ

哲・池田光
ひ か り

莉）2分 17 秒 82

小・中学生 200m フリーリレー

（大西悠
ゆ う た ろ う

太郎・岡田佳
か や

弥・清水鼓哲・松田紗
さ な

奈） 2 分 13 秒 31

B&Gスポーツ大会水泳部門
8/5
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憩
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7月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

御荘平城 山　下　劉
りょう

  也
や

準
じゅんじ

二

須 ノ 川 末　 　大
だい

　悟
ご

文
ふみひこ

彦

城 辺 甲 藤　本　創
そう

　史
し

吉
よしのぶ

信

満　　倉   和　泉　　遼
りょう

　 剛
つよし

柏 藤　堂　允
よし

　暉
き

義
よしゆき

幸

御荘平城 和　泉　秀
しゅう

  汰
た

透
とおる

御荘平城   山　田　　湊
みなと

　 裕
ゆう

己
き

蓮 乗 寺 眞榮田　旺
おう

　芽
が

義
よし

夫
お

城 辺 甲 河　野　那
な

　瑠
る

慶
けい

太
た

御荘平城 山　岡　蒼
そ あ ら

愛來 成
のりひと

仁

須 ノ 川 小笠原　杏
あん

　奈
な

邦
くにしげ

茂

城 辺 甲 田　野　唯
ゆい

　都
と

良
りょう

7月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年

深　　浦   上　原　　定
さだむ

　 86歳

御荘長洲 大　山　ヤス子
こ

83歳

御荘平城 工　藤　ミヱ子
こ

91歳

平　　碆 牧　野　よし子
こ

54歳

鯆　　越 久　德　文
ふみ

　久
ひさ

56歳

御荘平城 清　水　浚
まつ

　子
こ

89歳

御荘平城 大和田　一
いち

　郎
ろう

60歳

緑　　乙   山　内　　弘
ひろし

　 84歳

僧　　都 赤　松　玉
たま

　子
こ

86歳

岩　　水 岩　田　ミツエ 94歳

緑　　甲 木　村　常
つね

　正
まさ

94歳

須 ノ 川 木　村　アヤ子
こ

86歳

城 辺 甲   村　田　　覚
さとし

　 57歳

城 辺 甲 大　西　幸
さち

　子
こ

84歳

久　　良 本　多　カズヱ 84歳

満　　倉 山　下　政
まさ

　子
こ

90歳

下 久 家 池　田　清
きよ

　光
みつ

86歳

平　　碆 濱　田　房
ふさ

　義
よし

46歳

久　　良 永　峰　ユキヱ 98歳

城 辺 甲 吉　田　一
いち

　元
げん

90歳

緑　　乙   増　﨑　　好
このむ

　 59歳
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愛なん食育推進 愛なん「海と農」の旬レシピ 第39回
6

　愛南町で水揚げされるサバはゴマサバと呼ばれ、主に巻き網漁で漁獲されます。一年
中味が落ちないといわれますが、鮮度落ちが早いので早めに食べましょう。
　サバは、青魚の王様といえるほど栄養価が高く、特に脂質に含まれる DHA（ドコサヘ
キサエン酸）、EPA（エイコサペンタエン酸）の含有量は、青魚でトップクラスです。
　一方里芋には、食物繊維、ビタミン B1・B2、カリウムなどが多く含まれます。特に食
物繊維の一種ガラクタンは、脳細胞の活性化や老化防止、血圧・コレステロールを低下
させ、また、ヌルヌル成分のムチンは、肝臓を丈夫にし、胃腸の表面を保護する効果が
あります。
　夏に疲れた体と胃腸に優しいサバや里芋を食べて英気を養いましょう。

サバと里芋のうま煮
〈材料 (4 人分 )〉
サバ
里芋
人参
ちんげん菜
片栗粉
油
調味料A
・しょうゆ
・酒
・生姜
調味料B
・しょうゆ
・みりん
・酒
・砂糖

サバを3cm幅に切って調味料Aにつけておく。
里芋は皮をむいて 1口大に切り、ニンジンは乱切
りにして下湯でする。
ちんげん菜は一口大に切る。
サバの水気をきり、片栗粉をまぶす。
フライパンに油を引き、サバをこんがりと焼く。
⑤に里芋と人参を入れ、調味料Bを加えて全体が
馴染んだら、ちんげん菜を入れる。
ちんげん菜がしんなりとしたら出来上がり。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編 集 後 記

　 生まれて初めて魚をさばきました。これまで食べること
が専門だった私は、興味はあったものの、なかなかきっかけ
がなく今まで二の足を踏み続けていたのです。
　そんな私の背中を押してくれたのは、ぎょしょく教育の一
環で開催された「うみらいくキッチン」の取材でした。たま
たま職場体験で参加していた中学生が、講師に教わりなが
らみるみる魚をさばいていくではありませんか。「これくら
いなら自分でもできるな」と勝手に思い込みました。
　早速、町内の産直市で刺身用の生魚を購入し台所へ。「う
みらいくキッチン」での手ほどきを思い出しながら、慣れな
い手つきで魚に包丁を入れていきました。生魚特有の臭い
に苦しみながらも悪戦苦闘の末、なんとか三枚におろしまし

9 月の食材は、サバと里芋です。

たが、残念なことに骨に身は残り、手の熱や押さえつける圧
力で身はくずれ、さばかれた切り身は、お世辞にもおいしそ
うとはいえず、とても他人に振舞える代物ではありません。
それでも、初めて自分で作った魚料理はとてもおいしく感じ
ました。少しの達成感に満たされた私は、次はどんな料理
に挑戦しようかと、今から想像を膨らませています。
　新しいことに挑戦する気持ちになれたこと、未熟な腕前
を磨きたいという向上心を持てたこと。「うみらいくキッチ
ン」に感謝しています。皆さんも機会があれば、ぜひ「うみ
らいくキッチン」で料理の腕を磨いてみてはどうでしょうか。
　こんなに大げさですが、私がさばいたのはアジです。

1尾
4個
1/2 本
1 株
適量

小さじ 1

大さじ 1
大さじ 1
1 片

大さじ 1
大さじ 1
大さじ 1
大さじ 1/2

カツオブルーからのお知らせ

うみらいくキッチン
～THE時短 !

おさかな料理教室～
を開催します

　「うみらいくキッチン」第 2弾は、講師にテレビ

でおなじみの中村和
か ず の り

憲先生を迎え、皆さんと楽し

く「時短料理」を作ります。時間がない ! でも、栄

養も摂れておいしい魚料理を手軽に作りたい ! そ

ういった方は、ぜひご参加ください。

　今夜の料理にもう一品 ! 旦那様のおつまみに !

お子さんのおやつに ! 手軽で便利な時短料理で家

庭円満 !

日時　　　10月4日（金）  10時～ 13時

内容　　　魚のさばき方講習、調理、試食

募集人員　12名（先着順。定員になり次第締め切ります。）

場所　　　うみらいく愛南

準備物　エプロン、三角巾

参加料　無料

申込み・問合せ　うみらいく愛南 TEL73-7120

作り方

①
②

④
③

⑤

⑦

⑥
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